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令和 年 月豪雨による歴史的建造物の被害

～「令和 年 月豪雨」対応チーム活動報告（ ）～
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Damage of the Historic Architectures by Downpour in July 2nd Year of Reiwa Period 

Disaster Survey Report of "The Heavy Rain Event of July 2020", Part 4 
Manabu Moriyama1,* , Kota Wakinaka1, Yuji Kamikubo2, Kaname Iwatsubo1  

 

The torrential rain that occurred in July 2nd year of Reiwa caused enormous damage mainly in Kumamoto prefecture. Many 
river floods occurred in the Kumagawa River. We conducted a field survey after this disaster. 

We confirmed the damage of the historic architectures in Sakamoto-machi, Yatsushiro City. The characteristics of those 
damage are different by the condition of the village where they are built. This paper reports those damage and damage of each 
village. 
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１．はじめに

令和 2 年 7 月豪雨では、熊本県を中心として西日本から

東日本に至るまで、広範囲に渡り記録的な集中豪雨がもた

らされた。特に、熊本県南部においては 7 月 4 日未明から

昼頃にかけて線状降水帯が発生し、集中的な豪雨が生じた。

熊本県南部を流れる球磨川においては、この集中豪雨に

より河川の氾濫や洪水が多数発生し、多数の家屋の浸水被

害が生じた。 
著者らは発災後、熊本県南部を中心に被害状況確認のた

め現地調査を実施しており、ここでは八代市坂本町（図 1）
の歴史的建造物とその立地する集落の被害を報告する。 

２．中津道～鎌瀬：中津道阿蘇神社

八代市坂本町は人吉盆地と八代平野に挟まれた山間狭窄

部にあり、複数の小規模集落が球磨川とその支流に沿って 

 

 
図 1 八代市坂本町（国土地理院地図に加筆） 
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深水橋はテレビ報道で、流出する瞬間が撮影されて

いた。形式はランガー形式のアーチ橋であり、建設は

1966 年と古い。架橋位置は球磨川が曲がっている部分

に相当していたため、右岸側（カーブの外側）に相当

する図 中の手前の橋脚と護岸の損壊が激しかった。 
 
３．流失した原因と設計

前述でも記したが、今回の豪雨災害における橋梁被

害は甚大であるといえる。図 に確認された被害状況

をまとめた手書きスケッチを示すが、流れる水の勢い

やその量によって、様々な被害を引き起こすことが確

認できた。これまでの現地調査の中で感じたことを列

記すると次のようになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①流出した橋梁の建設年(3) 

発災直後から報道等でも報じられているが、流出し

た橋梁の多くの建設年は古く、かつ路面が低い場所に

あったといえる。建設年と治水計画との関係について

は調査する必要がある。しかし設計上は橋梁の桁下空

間を治水計画上の計画高水位（H.W.L.）よりも余裕を持

たせているため、危険な設計であったとは言えない。

流出を免れた葉木橋（図 ）は、1978 年建設であるが、

路線計画上、路面が高い場所にあったため、流出を免

れたと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

②洪水時の流水の影響 
橋梁本体の設計は、道路構造令に従い、200m 以下の橋梁

であれば設計時点での最新の道路橋示方書に準じて設計さ

れる。その中で河川橋梁について、増水時に橋梁に作用す

る外力として洪水時の流水の影響は加味されていない。今

回の災害では、想定外の豪雨による大量の雨エネルギーが

球磨川の全域に渡って流入した結果、超過洪水となり、橋

梁へ過大な負荷が作用して流出したと考えている。 
そこで流出原因の検証として、外力としての流水荷重（設

計上の規定がないため仮称とする）のモデル化が必要であ

る。流れは不規則であり一律ではないが、高欄に流木が堆

積することで、そこが壁のように流水を阻害してしまい、

過大な外力が橋軸直角方向から作用し続けていた。また、

先の東日本大震災時の津波被害の検証でも指摘されていた

浮力の影響も考えられる。支承の損傷状態や流水状態から、

逆解析的に流出に至った力学的挙動を追求することが検証

方法として考えられる。これらの知見を総合して今後の設

計や維持管理面へのフィードバックが必要である。 
 

４．今後の研究予定

球磨川流域のような地形は日本独特の地形であり、全国

に似た環境は存在し、当然のことながら道路や橋梁が数多

く存在している。2019 年の台風 19 号による長野県での豪雨

災害、さらに広島県の平成 30 年 7 月豪雨など、近年の豪雨

災害では橋梁流出被害が増えてきている印象がある。また

今回の災害のように、主要幹線道が寸断されたことによる

災害時の救助活動や、その後の復旧活動への影響への課題

も提示された（レジリエンス）。これらを踏まえ、今後は以

下の検討を行う予定としている。 
1) 現地調査による、流出した橋梁と流出しなかった橋梁

の洪水時挙動について 
2) 超過洪水時の流水荷重のモデル化と挙動の変化の構造

解析的研究，及び流水-構造物の連成解析 
3) 山間部における災害時の道路ネットワーク確保（リダ

ンダンシー）とレジリエンス(5) 
 

（令和 2 年 9 月 25 日受付） 
（令和 2 年 12 月 7 日受理） 
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図 葉木橋（ 年建設） 

図 洪水被害のまとめスケッチ 
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図 10 大門  図 11 道の駅「坂本」

 

  
図 12 合志野   図 13 藤本五所神社拝殿床下 

 

  
図 14 同末社の木階  図 15 藤本の民家の蔵 

 

  
図 16 藤本天満宮裏の眼鏡橋 図 17 塩合川合流地の民家 
 
大門観音堂（鰐口＝県指定）が地盤から約 2.9m 浸水した。 

藤本では沿岸の藤本五所神社（境内林＝市指定）（1,6）が

地盤から約 1.7m の浸水で、本殿（1826 年建築）の建つ基

壇をわずかに超える程度であり本殿には被害がない。拝殿

（1925 年建築、図 13）床下に泥は残るものの、縁束のずれ、

末社（図 14）の板壁や木階に一部破損が認められるばかり

である。隣接する公民館が約 2.2m の浸水、明治時代半ば

建築の民家母屋が約 2.8m、蔵（図 15）が約 3.1m の浸水で

大きな被害を受けているのと比較して奇跡的に被害がほぼ

ない。境内林が有効に防御機能を果たしたとも考えられる。 
藤本・大門は高台の県道から沿岸の北方向と、集落東端

方向に低くなる。この東端で谷川の塩合川が球磨川に合流

する。塩合川がまず氾濫し土砂が流れこみ、この土砂を藤

本天満宮裏の眼鏡橋（建設年不詳、日本遺産構成文化財、

図 16）がせき止めている。バックウォーターも考えられ、

球磨川からの越水に先行して堤内地が冠水したようであ

る。荒瀬ダムに伴う藤本発電所の建設により、1954 年に移

転・建築された民家（図 17）がまさにこの合流地にあり、

2 階内法高まで浸水していることから、その高さは約 5m
に達する。

この民家のほか、1 階天井を超える浸水の住宅内部では

天井板が押し上げられ、天井板のみならずさお縁も破壊さ

れている例が見られる（図 18）。 
球磨川と、油谷川、袈裟堂川、三坂川（図 6 参照）など

支流の合流地では、塩合川同様、大きな被害が認められる。

 
５．松崎～油谷： 坂本駅 

松崎は市役所坂本支所、コミュニティセンター、郵便局、

銀行、病院、スーパー等が集まる坂本町の中心地である。 
ここに JR 坂本駅（1908 年建築、日本の 20 世紀遺産 20

選、図 19）がある。地盤から約 2.4ｍの浸水で、待合室に

は目視ではあるが約 1m の泥がたまり、窓ガラスやサッシ

の破損が見られる。柱脚含む外壁周辺の泥が残るほか、室

内の復旧作業も進められず内装材に痛みが見られた。ここ

は周辺より高いが、周辺建物は 2 階腰高までの浸水が認め

られることから約 4.5ｍの浸水と考えられる。 
松崎の下流付近で油谷川が合流する。油谷川合流地では、

松崎よりも低くなっていることもあり冠水高さはさらに高

い。合流地から油谷川を約 700m 上ると、川は直角に蛇行

している。その付近の集落（図 20）では、2 階天井付近ま

で浸水が認められることから約 5.5m と考えられる。 
 
６．古田：古田阿蘇神社 

古田は八代平野への出口にあたる右岸の地域で、遥拝堰

の上流にあたる。古田阿蘇神社（未指定、図 21）（1）の境内

は平地の地盤面から山手の方にかけて造成された三段のテ

ラスを含むが、かつてはこの平地部分が旧街道を挟んで、

球磨川の河原に連続していた。現在は旧街道が堤防道路の

県道となっており、この県道が両者を隔てている。

境内平地で約 90cm の冠水であった。境内に隣接して堤 
 

  
図 18 藤本の家屋の天井 図 19 JR 坂本駅の待合室 

 

  
図 20 油谷  図 21 古田阿蘇神社 

令和 2 年 7 月豪雨による歴史的建造物の被害（森山学、脇中康太、上久保祐志、岩坪要） 
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点在しており、各集落で被害状況が異なる。 
中津道は八代市内の球磨川上流、右岸にあって球磨村に

接している。 
1954 年に開通、1983 年に拡幅した国道 219 号は、沿岸集

落の山手側を通る。1956 年に国道沿いに移転・建築した民

家では地盤から約 1.3m の浸水であった。同じく御堂は約

2.2m の浸水であった。この差は立地上高台からの水流を直

接受けたためと考えられるが、どちらにしても国道より低

い沿岸部では、さらに被害が大きい。 
中津道阿蘇神社（建築年不詳、境内林＝市指定）（1）では、

拝殿の天井、軒桁を超え約 3.5m の浸水であった。

拝殿（図 2）は床上約 10cm、床下、天井裏に泥が堆積し、

天井板、腰壁、屋根瓦が破損・流失し、 カ月後には床板

の浮き上がり、天井板のカビが確認できた。蟇股の流失、

向拝垂木の破損も見られる。本殿（図 3）は床上 2.2m の浸

水で、床下に泥が堆積、板壁、降懸魚、屋根一部が破損、

おそらく柱も傾き、神棚、床板がずれている。室内、床板

裏にカビが発生している。大床は床板、木階、勾欄、脇障

子が破損し縁束が傾く。主要な部材の多くは流失せず現地

で確保できている。本殿玉垣は大きく横ずれしている。幣

殿も屋根瓦の落下や玉垣のずれに伴う破損が見られる。

末社（1899 年建築、図 4）は 回転し、基壇から落下

した。各仕口がゆるみ、各所が破損、木鼻が流失した。

境内の低いエリア（図 5）では約 60cm の泥が堆積した。

神社は 1965 年、82 年にも床上浸水している。後者の写

真（2）と現状を比較すると、1982 年の水害後に境内を嵩上

げしたことがわかる。一帯が低く水害を受けやすい地であ

ることがわかる。 
国道 219 号は神社下流側で、今回落下した鎌瀬橋を対岸

へ渡る。一方、右岸沿岸では国道より低い県道 158 号に接

続する。この地点から下流の鎌瀬まで川は左へ U 字に蛇行

する。この区間では球磨川第一橋梁（1908 年建設、日本の

20 世紀遺産 20 選）が落下しているが、両沿岸ともに家屋

等の被害が大きい（図 6, 7）。

図 2 中津道阿蘇神社拝殿 図 3 同本殿・玉垣

図 4 同末社 図 5 同境内

図 6 中津道三坂 図 7 鎌瀬

図 8 鶴之湯旅館外観 図 9 同 1 階居室

３．葉木：鶴之湯旅館 
球磨川右岸の葉木集落は全体が山手の高台にあって、水

害による被害はなかった。集落下の荒瀬ダムボートハウス

（1995 年建築）は地盤から約 1.0m の浸水で、床上に泥が

堆積したものの大きな被害はなかった。 
ここから 1.4m 上流に鶴之湯旅館（未指定、図 8, 9）（1,3,4）

が建つ。1954 年、荒瀬ダム建設（1955）に伴い、沿岸の盛

土造成された敷地に建設された。敷地はダム建設時に嵩上

げされた県道より約 70cm 高いが、その地盤より約 1.8ｍ浸

水した。 
建具や畳などが流失し、床下や地下室にも泥が堆積し、

土壁は下半または全面が崩落している。また山手側の南東

隅に流木などが約 1.0m 集積した。無筋コンクリートブロ

ック塀も倒壊した。

北西隅柱が約 20cm 沈下している。今回、柱の層間変形

角を測定している（2020 年 9 月 19 日）ので、2017 年調査
（5）時点と比較することが可能である。 

当時、旅館周辺では水の流れが逆方向に巻いていたそう

である。すぐ上流にある巨岩、行道巌が本流の水流を押し

返す水制工の役割を果たし、被害を抑制したと考えられる。

４．藤本・大門：藤本五所神社 
藤本・大門は坂本町最大の集落である。右岸から大きく

舌状の地形が迫り出し、球磨川は右に大きく U 字蛇行して

いる。直進する水流を直接受ける上流側では、鉄骨造の工

場が原形をとどめないほどに破壊されている（図 10）。 
同様に対岸の荒瀬でも民家の被害状況から約 4.5m の浸

水があったと考えられる。広域交流センターさかもと館・

道の駅「坂本」（1994 年建築、図 11）では屋内土間から約

3.1m 浸水しており、前面の国道からの敷地高さを考えれば

相当と言える。 
藤本・大門の舌状地形を回りこんだ水流は、同地域沿岸

部と対岸の合志野に越水する。特に合志野（図 12）は店舗

2 軒が流失する大きな被害であった。大門では沿岸に近い 

令和 2年 7月豪雨による歴史的建造物の被害（森山学、脇中康太、上久保祐志、岩坪要）
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図 10 大門  図 11 道の駅「坂本」

 

  
図 12 合志野   図 13 藤本五所神社拝殿床下 
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図 16 藤本天満宮裏の眼鏡橋 図 17 塩合川合流地の民家 
 
大門観音堂（鰐口＝県指定）が地盤から約 2.9m 浸水した。 

藤本では沿岸の藤本五所神社（境内林＝市指定）（1,6）が

地盤から約 1.7m の浸水で、本殿（1826 年建築）の建つ基

壇をわずかに超える程度であり本殿には被害がない。拝殿

（1925 年建築、図 13）床下に泥は残るものの、縁束のずれ、

末社（図 14）の板壁や木階に一部破損が認められるばかり

である。隣接する公民館が約 2.2m の浸水、明治時代半ば

建築の民家母屋が約 2.8m、蔵（図 15）が約 3.1m の浸水で

大きな被害を受けているのと比較して奇跡的に被害がほぼ

ない。境内林が有効に防御機能を果たしたとも考えられる。 
藤本・大門は高台の県道から沿岸の北方向と、集落東端

方向に低くなる。この東端で谷川の塩合川が球磨川に合流

する。塩合川がまず氾濫し土砂が流れこみ、この土砂を藤

本天満宮裏の眼鏡橋（建設年不詳、日本遺産構成文化財、

図 16）がせき止めている。バックウォーターも考えられ、

球磨川からの越水に先行して堤内地が冠水したようであ

る。荒瀬ダムに伴う藤本発電所の建設により、1954 年に移

転・建築された民家（図 17）がまさにこの合流地にあり、

2 階内法高まで浸水していることから、その高さは約 5m
に達する。

この民家のほか、1 階天井を超える浸水の住宅内部では

天井板が押し上げられ、天井板のみならずさお縁も破壊さ

れている例が見られる（図 18）。 
球磨川と、油谷川、袈裟堂川、三坂川（図 6 参照）など

支流の合流地では、塩合川同様、大きな被害が認められる。

 
５．松崎～油谷： 坂本駅 

松崎は市役所坂本支所、コミュニティセンター、郵便局、

銀行、病院、スーパー等が集まる坂本町の中心地である。 
ここに JR 坂本駅（1908 年建築、日本の 20 世紀遺産 20

選、図 19）がある。地盤から約 2.4ｍの浸水で、待合室に

は目視ではあるが約 1m の泥がたまり、窓ガラスやサッシ

の破損が見られる。柱脚含む外壁周辺の泥が残るほか、室

内の復旧作業も進められず内装材に痛みが見られた。ここ

は周辺より高いが、周辺建物は 2 階腰高までの浸水が認め

られることから約 4.5ｍの浸水と考えられる。 
松崎の下流付近で油谷川が合流する。油谷川合流地では、

松崎よりも低くなっていることもあり冠水高さはさらに高

い。合流地から油谷川を約 700m 上ると、川は直角に蛇行

している。その付近の集落（図 20）では、2 階天井付近ま

で浸水が認められることから約 5.5m と考えられる。 
 
６．古田：古田阿蘇神社 

古田は八代平野への出口にあたる右岸の地域で、遥拝堰

の上流にあたる。古田阿蘇神社（未指定、図 21）（1）の境内

は平地の地盤面から山手の方にかけて造成された三段のテ

ラスを含むが、かつてはこの平地部分が旧街道を挟んで、

球磨川の河原に連続していた。現在は旧街道が堤防道路の

県道となっており、この県道が両者を隔てている。

境内平地で約 90cm の冠水であった。境内に隣接して堤 
 

  
図 18 藤本の家屋の天井 図 19 JR 坂本駅の待合室 

 

  
図 20 油谷  図 21 古田阿蘇神社 
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点在しており、各集落で被害状況が異なる。 
中津道は八代市内の球磨川上流、右岸にあって球磨村に

接している。 
1954 年に開通、1983 年に拡幅した国道 219 号は、沿岸集

落の山手側を通る。1956 年に国道沿いに移転・建築した民

家では地盤から約 1.3m の浸水であった。同じく御堂は約

2.2m の浸水であった。この差は立地上高台からの水流を直

接受けたためと考えられるが、どちらにしても国道より低

い沿岸部では、さらに被害が大きい。 
中津道阿蘇神社（建築年不詳、境内林＝市指定）（1）では、

拝殿の天井、軒桁を超え約 3.5m の浸水であった。

拝殿（図 2）は床上約 10cm、床下、天井裏に泥が堆積し、

天井板、腰壁、屋根瓦が破損・流失し、 カ月後には床板

の浮き上がり、天井板のカビが確認できた。蟇股の流失、

向拝垂木の破損も見られる。本殿（図 3）は床上 2.2m の浸

水で、床下に泥が堆積、板壁、降懸魚、屋根一部が破損、

おそらく柱も傾き、神棚、床板がずれている。室内、床板

裏にカビが発生している。大床は床板、木階、勾欄、脇障

子が破損し縁束が傾く。主要な部材の多くは流失せず現地

で確保できている。本殿玉垣は大きく横ずれしている。幣

殿も屋根瓦の落下や玉垣のずれに伴う破損が見られる。

末社（1899 年建築、図 4）は 回転し、基壇から落下

した。各仕口がゆるみ、各所が破損、木鼻が流失した。

境内の低いエリア（図 5）では約 60cm の泥が堆積した。

神社は 1965 年、82 年にも床上浸水している。後者の写

真（2）と現状を比較すると、1982 年の水害後に境内を嵩上

げしたことがわかる。一帯が低く水害を受けやすい地であ

ることがわかる。 
国道 219 号は神社下流側で、今回落下した鎌瀬橋を対岸

へ渡る。一方、右岸沿岸では国道より低い県道 158 号に接

続する。この地点から下流の鎌瀬まで川は左へ U 字に蛇行

する。この区間では球磨川第一橋梁（1908 年建設、日本の

20 世紀遺産 20 選）が落下しているが、両沿岸ともに家屋

等の被害が大きい（図 6, 7）。

図 2 中津道阿蘇神社拝殿 図 3 同本殿・玉垣

図 4 同末社 図 5 同境内

図 6 中津道三坂 図 7 鎌瀬

図 8 鶴之湯旅館外観 図 9 同 1 階居室

３．葉木：鶴之湯旅館 
球磨川右岸の葉木集落は全体が山手の高台にあって、水

害による被害はなかった。集落下の荒瀬ダムボートハウス

（1995 年建築）は地盤から約 1.0m の浸水で、床上に泥が

堆積したものの大きな被害はなかった。 
ここから 1.4m 上流に鶴之湯旅館（未指定、図 8, 9）（1,3,4）

が建つ。1954 年、荒瀬ダム建設（1955）に伴い、沿岸の盛

土造成された敷地に建設された。敷地はダム建設時に嵩上

げされた県道より約 70cm 高いが、その地盤より約 1.8ｍ浸

水した。 
建具や畳などが流失し、床下や地下室にも泥が堆積し、

土壁は下半または全面が崩落している。また山手側の南東

隅に流木などが約 1.0m 集積した。無筋コンクリートブロ

ック塀も倒壊した。

北西隅柱が約 20cm 沈下している。今回、柱の層間変形

角を測定している（2020 年 9 月 19 日）ので、2017 年調査
（5）時点と比較することが可能である。 

当時、旅館周辺では水の流れが逆方向に巻いていたそう

である。すぐ上流にある巨岩、行道巌が本流の水流を押し

返す水制工の役割を果たし、被害を抑制したと考えられる。

４．藤本・大門：藤本五所神社 
藤本・大門は坂本町最大の集落である。右岸から大きく

舌状の地形が迫り出し、球磨川は右に大きく U 字蛇行して

いる。直進する水流を直接受ける上流側では、鉄骨造の工

場が原形をとどめないほどに破壊されている（図 10）。 
同様に対岸の荒瀬でも民家の被害状況から約 4.5m の浸

水があったと考えられる。広域交流センターさかもと館・

道の駅「坂本」（1994 年建築、図 11）では屋内土間から約

3.1m 浸水しており、前面の国道からの敷地高さを考えれば

相当と言える。 
藤本・大門の舌状地形を回りこんだ水流は、同地域沿岸

部と対岸の合志野に越水する。特に合志野（図 12）は店舗

2 軒が流失する大きな被害であった。大門では沿岸に近い 

― 63 ―
熊本高等専門学校　研究紀要　第12号（2020）



 

熊本高等専門学校 研究紀要 第 12 号（2020） 

 
 

アクティブラーニング型遠隔授業における LMS の活用 

 
 

石田 明男 1,* 山本 直樹 2 大石 信弘 2 村上 純 2 

 

Application of LMS on Active Learning Style Online Class 
Akio Ishida1,*, Naoki Yamamoto2, Nobuhiro Oishi1, Jun Murakami2 

 

We have applied various 3D puzzles to the education of multi dimensional data processing and developed online learning 
material for data science programming based on them. In addition, it also uses a Learning Management System (LMS). In recent 
years, active learning (AL) style class have been attracting attention. The aims of this style are not only gaining knowledge but 
also understanding how to apply knowledge and realizing importance of active attitude for study. In our school, a part of math 
classes is introduced this style which students spent most of time for problem exercise. In addition, we have to offer classes using 
internet under the influence of COVID-19 from May 2020. In this paper, we explain how to conduct the face-to-face math class 
introduced AL style and how to apply LMS to this class, including online. Furthermore, we describe the merits and demerits 
founded by this practice. 

 

キーワード：学習管理システム、LMS、遠隔授業、アクティブラーニング型授業 

Keywords：Learning management system , LMS, Online class, Active Learning style class 
 
１．はじめに

我々の研究グループでは、これまでに多次元データ処理

の教育への様々な立体パズルの活用(1), (2) や、それを基にし

たオンライン教材の作成 (3)などの教育改善を実践してき

た。文献(3)では、学生への指示や教材の提供を行うための

学習管理システム（Learning Management System、以下 LMS）
として、Microsoft Teams（以下 Teams）(4)を利用した。LMS
の活用は、他のプラットフォームでの事例も様々なものが

報告されている(5), (6)。国立高等専門学校における Teams の
活用は「教育機関の国内最大の活用事例」として紹介され

ているものである(7)。 
授業形態については、平成 24 年 8 月の中央教育審議会の

答申(8)の中で勧められている「能動的学修（アクティブラ

ーニング）」や、平成 30 年告示の高等学校学習指導要領(9)

に記載のある「主体的・対話的で深い学び」が得られるよ

うな授業が注目されている。アクティブラーニングには

様々な手法があり、大学の数学教育においてもこれを取り

入れた実践事例の報告がなされている(10)。 
本稿では、文献(11)で小林昭文氏が提唱されている「ア

クティブラーニング型授業」を参考にした数学の授業の事

例を報告し、さらに新型コロナウイルス感染症対策として

本校で実施している遠隔授業において、LMS を活用してア

クティブラーニング型授業を遠隔授業に適用した事例も紹

介する。 
 
２．アクティブラーニング型授業について

アクティブラーニング型授業

本稿で報告する本校の数学の授業におけるアクティブラ

ーニングの実践事例は、平成 27 年 3 月に小林昭文氏を講師

に招いて本校で開催された「アクティブラーニング型授業

入門講座」（共通教育科主催、平成 27 年 3 月 9 日）におい

て紹介されたもので、小林氏が埼玉県の公立高校の物理の

授業で実践されていた授業形態を参考にした。小林氏のア

クティブラーニング型授業の構成は次の通りである。 
⚫ 教室は移動教室であり、座席は自由とする。 
⚫ 資料は事前配布し、約 15 分間のスライドを用いた講義

を行う。 
⚫ その後、難易度の違う演習問題を 3～4 題とその解答解

説を配布し、問題の演習を行わせる。 
⚫ 授業の最後、振り返りとして「確認テスト」を実施し、

自己評価である「リフレクションカード」を記入させ

る。 

1 リベラルアーツ系 
〒861-1102 熊本県合志市須屋 2659-2 
Facultuy of Liberal Arts,  
2659-2 Suya, Koshi-shi, Kumamoto, Japan 861-1102 

2 電子情報システム工学系 
〒861-1102 熊本県合志市須屋 2659-2 
Faculty of Electronics and Information System Engineering,  
2659-2 Suya, Koshi-shi, Kumamoto, Japan 861-1102 
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図 22 カルバート  図 23 JA やつしろ坂本支所の 
トンネルのクラック    外壁の浸水痕 
 

  
図 24 同和館の内部 図 25 田上の民家の石垣 

 
防道路下のカルバートトンネルがあり、ここから流入した

と考えられる。平地には石鳥居（1696 年建設）はあるもの

の被害はない。拝殿（2015 年建築）が一段目のテラス、幣

殿・本殿（1809 または 1846 建築）が三段目のテラスにあ

り渡り階段で結んでいるが、これらは被災を免れている。

ちなみにこのトンネル自体が、2019 年撮影時の写真と比

較してみると、今回の水害によって大きなクラック（図 22）
が入ったことが認められたのでここに記しておく。

同じ下流部で古田に近い小川・段では、袈裟堂川が合流

することから、民家は地盤から約 2.8m 浸水している。こ

こでもまず袈裟堂川が氾濫し堤内地から冠水した。球磨川

の激流に対し、堤内地の流れは穏やかだったようである。 
 
７．田上： やつしろ坂本支所 

田上は球磨川の支流、百済来川沿いの地域である。川の

右岸に沿い県道 60 号が通る。

この県道に接道する JA やつしろ坂本支所（1933 年建築、

未指定、図 23）（7）は地盤から約 1.1m 浸水した。床上では

約 15cm の浸水が認められたそうであり、床下には泥が残

っている。これは和洋併設の建物であるが、和館は座敷の

畳も浸かっている。洋館の外壁は下見板張りで内側に断熱

材も入っていないが、和館（図 24）は下見板張りの内側を

土壁としており、カビ発生などの今後の経過が心配である。

JA やつしろ坂本支所から下流側約 150m で谷川の山神川

が合流する。この山神川に沿う 1819 年建築の民家（8）は、

石垣上に建てられており建物への被害はないが、石垣が崩

落している箇所（図 25）があり危険である。

百済来川沿いでは土砂によって交通が遮断され、川の護

岸や川に面した民家に被害があった。田上から上流の百済

来下の久多良木神社（建築年不詳、境内林＝市指定）では

隣接する小学校グランド跡地で約 20cm の浸水はあるもの

の、境内の地盤がそれより高いため浸水被害はなかった。

百済来地蔵堂（1820 年建築、市指定）は高台にあって、土

砂崩れもなく被害はなかった。

８．その他

２～７以外で今回調査した主な建造物を列記する。 
大門薬師堂（建築年不詳、鰐口＝県指定）は基壇から約

50cm の浸水で床下に泥が残る。藤本天満宮（建築年不詳）

は高さ約 1.0m の基壇の上に立っているが、この基壇から

約 1.5m 浸水しているものの、目立った被害はない。 
鮎帰発電所（1909 年建築）は浸水被害がないものの、裏

山からの土砂崩れで外壁の一部が、目視ではあるが約 1m
埋もれていた。深水発電所（1921 年建築）は流失し、内部

の機械のみが残されている。 
小﨑眼鏡橋（1849 年建設、市指定、日本遺産構成文化財）

には被害がなかった。坂本町以外ではあるが二見の眼鏡橋

群（日本遺産構成文化財）では、赤松第一号眼鏡橋（1852
年建設）の欄干が倒れ、面壁の石の一つが流失している。

９．まとめ

八代市坂本町は複数の小規模集落が分散し、各々の地域

特性をもつ。そのため各地で異なる被害特性が見られ、そ

れが点在する歴史的建造物の被害状況にも見てとれる。 
今回は社寺建築や事業所、公益施設を主に報告したが、

民家も同様に被災している。所有者に意向を伺えば、これ

らは解体されていく傾向にある。 
歴史的建造物が修復され継承されていくことが望ましい

が、大変に複雑で困難な問題を抱えている。 

（令和 2 年 9 月 25 日受付） 
（令和 2 年 12 月 7 日受理） 
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